
インフラツーリズム

インフラツーリズム

－暮らしや安全を支えるインフラ。見て、触れて、そして学び－

既存のインフラや工事中のインフラを対象にしたツアーが全国各地で実施されています。

インフラ･ツアーは、従来のように管理者が主体的に実施する見学会だけではありません。

民間の旅行会社が企画立案して有料で催行される旅行もあり、多岐にわたっています。

常に身のまわりには多くのインフラがありますが、ふだん意識することは少ないように思います。

インフラ･ツアーは、インフラに近づき、触れることのできる絶好の機会です。

参加すれば、これまでにはなかった新たな発見があるでしょう。理解も深まるかもしれません。

インフラツアーへの取り組みは様々な工夫を取り入れながら年々充実しています。

インフラそのものが地域固有の観光資源として注目もされ始めています。

各地で実施されたツアーの一部を都道府県毎にパネルにしてみました。

この「インフラツアーパネル」をご覧になり、少しでも興味を持って頂ければ幸いです。

みなさまも、お住まいの地域に限らず、一度参加してみてはいかがでしょうか。

総合政策局



迫力満点！！

いま動いている現場をリアルに体験

－有明海沿岸道路－
有明海沿岸道路は、平成２９年度の大牟田市・みやま市・柳川市・

大川市の４市直結に向かって工事が日々急ピッチで進んでいます。

今まさに“動いている”工事現場では、“その瞬間”を

見ることができます。

開通前の道路に 『見て・触れて・体感できる』

またとないチャンスです。

お問い合わせは次のところまで。

福岡国道事務所

TEL 092-681-4811 

http://www.qsr.mlit.go.jp/fukkoku/

（提供：国土交通省九州地方整備局福岡国道事務所）

大きなボルトを締める体験

現場見学の一日



開通前の高速道路を

“ゆっくり”歩いてみませんか？

－西九州自動車道 唐津伊万里道路－
西九州自動車道唐津伊万里道路は、唐津市と伊万里市とを結び、交流や物流を支える道路です。

自動車専用道路となる伊万里道路南波多谷口ＩＣ～（仮）伊万里東IC間は、2年後の開通を目指して工事を進めています。

工事現場では、大きな重機で土砂を掘ったり、橋梁を作っていきます。

そして最後には舗装といった工程で進みます。

完成すると自動車専用道路となり、人は立ち入ることはできなくなります。

開通前の道路に「見て・触れて・体感できる」またとないチャンスです。

見学場所は佐賀県唐津市南波多町古里。

予約やお問い合わせは次のところまで。

佐賀国道事務所

TEL ：0952-32-1151

http://qsr.mlit.go.jp/sakoku/

トンネルの壁には思いを書き込み！

今日も大勢の方が説明に聞き耳

測量機器を実体験！

（提供：国土交通省九州地方整備局佐賀国道事務所）



雲仙普賢岳を眼前に防災学習

火山・砂防の本物を見て。

雲仙普賢岳噴火災害からの復興

－未来へ語り継ぐ、防災学習の拠点－
大野木場監視所は、普段は『大野木場砂防みらい館』として開放しています。

ここでは、雲仙普賢岳のかつての噴火や土石流による被害の様子をありのままに伝えています。

火砕流により一瞬で被災した（旧）大野木場小学校をそのまま現地保存。

雲仙普賢岳の噴火前後を写真やVTRでも紹介。

同時に、雲仙普賢岳の土石流災害から町や人を守るために建設している砂防堰堤の

工事現場も見学できます。

平成１４年開館以来、来館者数は77万人を優に超え、

年平均来館者数は約65,000人にのぼります。

見学場所は長崎県南島原市深江町戊。見学は年末年始を除く平日の９：００～１６：３０。

どなたでも自由に見学できます。

予約やお問い合わせは次のところまで。

大野木場砂防みらい館

TEL 0957-72-2499

（提供：国土交通省九州地方整備局雲仙復興事務所）

車も押し流す土石流

火砕流で被災した教室内の様子

大野木場砂防みらい館
旧大野木場小学校



森の都くまもとを代表する

水と緑の風景“緑の区間”

熊本市街部を流れる白川の緑の区間の河川整備は、平成１８年度から市民の皆さんと

一緒に考えて整備を進め、

平成２７年４月に竣工式を開催し、一般の方へ開放しました。

水辺の散策路を歩きながら、新しく整備した石積み護岸や移植した樹木等、

水と緑の風景が身近に感じられます。

お問い合わせは次のところまで。

熊本河川国道事務所

TEL 096-382-1132

http://www.qsr.mlit.go.jp/kumamoto/

（提供：国土交通省九州地方整備局熊本河川国道事務所）

伝統工法により移植された樹木

－市民の憩いの空間を一般開放－

石積み護岸に隠れる工夫



ダム現場は“サファリパーク”？

見られるのは今この瞬間だけ！

－大分川ダムサファリパーク 開園－

大分川ダムでは、平成２６年からダム本体の工事を着々と進めています。

超大型のダンプカーは、さしずめアフリカ象でしょうか。

体験乗車すれば、自宅の２階から見るよう･･･。

そのほかにも、カバやサイなどの大型野生動物に見えるような機械や車両がたくさん。

猛獣使いは、ここでは操縦（使い）です。

『いまこの瞬間しか見ることのできない』ダム現場を是非ご覧下さい。

見学会は、月１回程度の頻度で開催しています。

お問い合わせは次のところまで。

大分川ダム建設野津原推進室

TEL 097-586-4491

http://www.qsr.mlit.go.jp/oitagawa/

（提供：国土交通省九州地方整備局大分川ダム工事事務所）

大型ダンプ体験乗車

大分川ダム完成予想（ＣＧ）



社会見学や遠足で、

みなとに出掛けてみよう

（提供：国土交通省九州地方整備局宮崎港湾・空港整備事務所）

宮崎港湾・空港整備事務所では、社会見学や遠足等で、

宮崎港や細島港など、みなと見学を希望される学校等を

サポートします。

ご希望に応じて、フェリー会社協力の下、日頃は見ることが

出来ないフェリー内の見学を行ったり、当事務所にて実施中の

工事現場見学等も行います。

お問い合わせは次のところまで。

宮崎港湾・空港整備事務所

TEL：0985-25-5375

http://www.pa.qsr.mlit.go.jp/miyazaki/



“おじゃったもんせ！”

鶴田ダム・再開発事業を間近で

－日本最大級のダム再開発事業－
圧倒的なスケール感の工事現場。

普段はなかなか見ることが出来ないダム操作室やダム内部の管理用トンネル、ゲート室。

今しか出来ない見学です。

このエリアでは曽木の滝、奥薩摩のホタル舟も有名であり、

地元旅館組合や旅行会社と連携して観光交流の増進による地域活性化を進めており、

見学者は年間３，０００人を超えています。

皆さんも鶴田ダムへおじゃったもんせ！

お問い合わせは次のところまで。

川内川河川事務所

TEL 0996-22-3282

http://www.qsr.mlit.go.jp/sendai/tsuruta-damu/

（提供：国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所）

（人）

操作室

監査廊

曽木の滝
（「東洋のナイアガラ」と称される景勝地）

「曽木の滝分水路」

2012年 グッドデザイン賞



インフラツーリズム

－国営公園シリーズ。多機能な公園の取組－

総合政策局

国営公園は国土交通省で管理をしています。子どもから大人まで世代を問わず、毎年多くの人が利用しています。

四季折々の花修景は訪れる人の心を癒やし、憩いの一時を過ごすことができます。

美しい自然を活かした環境学習や、地域の歴史・文化を見て・触れて・学ぶことができる

体験プログラム等、工夫が凝らされたイベントが盛りだくさんです。

多くの人が憩うほか、災害が発生した際には防災活動拠点や避難所としての役割も

果たし、その役割は多岐にわたっています。

ここでは、全国１７の国営公園をパネルにしてみました。

各地方の国営公園へみなさまも、一度足を運んでみてはいかがでしょうか。



四季の変化を感じる

イベントを多数開催！

国営海の中道海浜公園は、北部九州における広域的なレクリエーション利用を目的とした公園整備や幅広い年齢層の

の方に参加いただける多種多様なイベントを開催しています。

年間を通して多くの方に来園いただき地域活性化に貢献しています。

冬の代表イベントとして平成１９年にスタートした「うみなかクリスマスキャンドルナイト」は、毎年、クリスマスのシーズンに

開催し、カップルから家族連れまで約１万５千人もの方に来園いただき賑わっています。

２万㎡の野外劇場に設置される「１万本のキャンドルアート」のデザインが毎年一般公募により決定され、そのキャンドル

設置・点灯は、キャンドルボランティアが行っており期間中毎晩来園者を楽しませています。

冬の夜空に打ちあがる花火とキャンドルのコラボレーションも来園者に大人気です。

お問い合わせは次のところまで。

国営海の中道海浜公園管理センター TEL092-603-1111

－国営海の中道海浜公園－

うみなかクリスマスキャンドルナイト（１２月）

うみなか・はなまつり（１０月ごろ）

サンシャインプール（７月～８月）フラワーピクニック（４月ごろ）

（提供：国土交通省九州地方整備局国営海の中道海浜公園事務所）



国営吉野ヶ里歴史公園は、我が国固有の優れた文化的遺産である吉野ヶ里遺跡の保存、活用を図る

ため設置された公園です。園内には当時の「クニ」の政治的・宗教的拠点となっていた場所や一般の

人々が暮らしていた場所などが当時の建物とともに再現され、さらに、火おこしをはじめとする体験プロ

グラム等も充実し、弥生時代の歴史・文化を体感できる場となっています。

近年は、年間約６０万人の来園者をお迎えしており、佐賀県内でも有数の観光施設となっています。

公園の広いスペースを活かして、地域の物産品を販売する「吉野ヶ里夢ロマン軽トラ市」や、「ふるさと炎

まつり」といった地域活性に資するイベントを開催しています。

みなさんどうぞ吉野ヶ里歴史公園へお越しください。

電気ゾーン（１Ｆ）

レクチャールーム（２Ｆ）

水道ゾーン（１Ｆ）

「ふるさと炎まつり」におけるたいまつ行列

吉野ヶ里夢ロマン軽トラ市

（竪穴式建物、物見櫓を復元。
王やリーダー層が住んでいた場所として
考えられています。）

（竪穴式建物、高床式倉庫を復元。
市が開かれていた場所として考えられています。）

体験学習（火おこし）

（提供：国土交通省九州地方整備局国営海の中道海浜公園事務所）

弥生人の声が聞こえる

歴史を蘇らせた

－国営吉野ヶ里歴史公園－

南内郭

倉と市
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